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資格確認書

（入院日が未定の場合は、後日病院より入院日を連絡させていただきます。）



※レンタルでもご利用可能です。 ※レンタルでもご利用可能です。

● 食物アレルギーのある方は必ずお申し出ください。ただし、食物アレルギー対応食は他の食事     
  と同じ厨房で調理するため、極めて微量な混入を完全に避けられないことはご了承ください。
● 偏食による食事変更は対応できかねますので、ご了承ください。
● 宗教上による食事制限は、可能な範囲で対応します。

給茶機は設置しておりません。ウォーターサーバーを各病棟食堂に設置しています。

● 入院中あるいは退院後の食事に関して、栄養食事指導のご希望がありましたら、主治医まで 
　ご相談ください。



未成年者（18 歳未満）の方は、保護者同伴とさ　　
せていただきます。　　

●ベッドサイドに、プリペイド式の冷蔵庫とテレビを備えた「床頭台（しょうとうだい）」をご　　 
  用意しております。（24 時間 400 円）

●テレビで「病院案内」を院内無料放送チャンネルにてご案内していますので、入院時にご覧 
  ください。

ただし、特別な理由がある場合は医師にご相談ください。



ベッドから降りるとき、身体の向きを変えると
きは、バランスを崩しやすく転倒することがあり
ます。しっかりとベッド柵につかまって行動して
ください。
ねまきやパジャマの裾が長いと踏みつけて転倒す
ることもあります。
ご自身の身体にあった長さにしましょう。

転倒・転落を防ぐポイントについて、院内無料放送チャンネルにてご案内して
いますので、必ずご覧ください。
テレビの電源を入れ、リモコンの「お知らせボタン」を押していただくとご覧
いただけます。
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資格確認書

通常、薬剤師によるお薬の確認（薬剤問診）を行った後、病棟に
上がっていただきます。

（入院日が未定の場合は、後日病院より入院日を連絡させていただきます。）

原則、

入院前にできるだけ早く主治医まで連絡してくだ
さい。



● お食事も治療の一環になっておりますので、食事や飲み物など持ち込まれる場合は必ず主治医 
   や担当職員にご相談ください。
● 別紙「食物アレルギーチェックリスト」を提出してください。ただし、食物アレルギー対応食は 
   他の食事と同じ厨房で調理するため、極めて微量な混入を完全に避けられないことはご了承くだ  
   さい。
● 偏食による食事変更は対応できかねますので、ご了承ください。
● 宗教上による食事制限は、可能な範囲で対応します。
● 配膳時刻と食事締め切り時刻は次のとおりです。締め切り後の変更は応じられません。

※入院中に必要なタオルのレンタルもご利用いただけます。
　ご利用を希望される方は、あらかじめ病棟事務員または病棟看護師までお問い合わせください。

● ミルクは、病院で食事として、調乳し提供することができます。
● 入院中あるいは退院後の食事に関して栄養食事指導のご希望がありましたら、主治医まで
   ご相談ください。
● ウォーターサーバーを設置しています。



◇平日 14：00〜19：00  ◇土日祝休日 14：00〜17：00　

◇同時に 2 人まででお願いします。
◇12歳以上の方とさせていただきます。未成年者（18歳未満）の方は保護
　者同伴とさせていただきます。12 歳未満のお子様はこども面会室をご利用ください。

個室のみご利用できます。希望される方は、あらかじめ病棟事務員または病棟看護師までお問
い合わせください。





当院の特定看護師は、名札にバッジをつけています。
（特定行為に関するご相談・お問い合わせ先）



△トイレ一部の部屋のみ

有料

（24 時間 400 円）



● 病室の外（4人部屋はカーテンの外）では、不織布マスクを着用してください。
● 手指消毒・手洗いをこまめに行いましょう（病室の出入り時・トイレの後・食事の前・咳やくしゃみ
   の後など）。
● トイレ使用の前後は、備え付けのスプレーで便座・手すりを拭いてください。
● 発熱・咳・のどの痛み・息苦しさ・吐き気・下痢など、体調の変化はすぐにスタッフへお知らせください。
● 感染症と診断された場合、個人への移動や病室外への外出をお控えいただくことがあります。

当院では感染から患者さんを守るため、皆さまのご協力をお願いしています。下記の対策にご理解・
ご協力をお願いします。

院内で感染症が発生した場合、安全確保のため下記をお願いすることがあります。
● 面会の制限・病室の変更・病棟内の移動制限     ご理解とご協力をお願いします。

不明な点は、スタッフへお気軽にお声がけください。

● 発熱（37.5℃以上）・咳・鼻水・嘔吐・下痢・発疹・目の充血・倦怠感
   などがある場合は面会をお控えください。
● 来院前に体温を確認し、体調に不安がある場合は来院せず医療機関を　
　受診してください。
● 院内では手洗い・アルコールを行い、不織布マスクを着用してください。
● ご用件がお済みになりましたら速やかにお帰りください。

【感染対策に関するお願い】

【感染症発生時のお願い】

【緩和ケアの5つのポイント】

【患者さんへのお願い】

【ご家族・面会者の方へのお願い】

緩和ケアのご案内　〜子どもから大人まで〜
緩和ケアは、がん等の疾患と診断されたときから始まります。
病気によるからだのつらさだけでなく、診断されたときの不安や落ち込み、
これからの生活への悩みも緩和ケアの対象です。
つらさを一人で抱え込まず、いつでも私たちにご相談ください。
私たちは「その人らしく生きること」を大切に支えます。

①こころとからだのつらさをやわらげます
②診断されたときから受けられます
③様々な職種が連携したチームで対応します
④入院・在宅・外来のそれぞれの場で受けらます
⑤ご家族のつらさにも対応します

♥緩和ケア外来
疾患や治療に伴うこころとからだの
様々な苦痛の緩和を行い、患者さん
が日常生活を快適に過ごすための支
援を行います。

♥がん看護外来
患者さんとそのご家族が抱える、治
療や療養生活における不安や悩み
に、がん関連の資格を持つ看護師
が個別にじっくりと向き合い、サポー
トする専門外来です。こころとから
だのつらさ、経済的・社会的な悩み
を一緒に考えます。

♥緩和ケア病棟
ご利用いただける方は、主に、ここ
ろとからだの苦痛を和らげる必要が
ある、がん（悪性腫瘍）、後天性免
疫不全症候群、末期腎不全の患者
さんです。
利用基準や手続の流れ等につきまし
ては、がん相談支援センターまでお
気軽におたずねください。

相談をご希望される方は、
主治医、看護師、薬剤師ま
たは患者サポートセンター
（がん相談支援センター）
におたずねください。





退院されるときには、診療経過を当院から報告しますので、「かかりつけ医」で診察を継続して
いただくことができます。

「かかりつけ医」をお探しの方は、12B 在宅療養支援窓口（患者サポートセンター内）にお気
軽に、ご相談ください。



不当行為

暴力行為、迷惑行為などの不当行為の禁止

他の入院患者さんや医療スタッフに対して、下記のような行為に及んだ場合、診療をお断り
します。

● 無許可での録音、撮影は禁止しています
● 職員へのお心付などは、固くお断りします





原則午前 10 時に退院をお願いします。

当院は、平成18年６月より厚生労働大臣が指定する DPC 対象病院として、一般病棟に入院され
た患者さんは『診断群分類（DPC)に基づく 1 日当たり定額報酬算定制度（DPC/PDPS)』（以下
DPC 制度という）で入院診療費を算定しています。

DPC 制度は、主治医が決定した「医療資源を最も投入した傷病名（Diagnosis)」と手術や処置等
の「診療行為（Procedure）」などとの組み合わせ（Combination) に基づく『診断群分類（DPC)』
毎に定められた 1 日あたりの点数によって算定する包括評価部分と、手術や麻酔、リハビリテー
ション、放射線治療、一部の検査や処置などの出来高評価部分を組み合わせて入院診療費を計算
します。ただし、病名や診療内容、また交通事故や労災、自由診療など DPC 制度の対象外となる
場合は「出来高支払方式」で計算します。
月をまたいでの入院など長期入院や、診療報酬改定による『診断群分類（DPC)』の変更にともな
い、入院診療費が変更になる場合や、退院時などに差額調整をおこなう場合があります。
入院目的以外の診療については、主治医が必要と判断した場合や緊急の場合を除き、退院後に外
来にてお願いする場合がございますので、ご協力をお願い申し上げます。

診断書等を必要とされる患者さんは、お申し込みをお願いします。（申込方法については、各病棟
スタッフステーションにご相談ください。）



■入院中他院受診のご注意

原則、再発行はいたしかねますので、大切に保管してください。再発行の場合は有料と
なります。



70歳未満

70歳以上

※1　義務教育就学前の者については2割。
※2　収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合も含む。
※3　旧ただし書所得の合計額が210万円以下の場合も含む。
※4　課税所得が28万円以上かつ年金収入＋その他の合計所得金額が200万円以上　 
　　 （複数世帯の場合は320万円以上）の者については2割。

※5　「年収換算  〜約200万円（健保：15万円以下、国保：86万円未満）」区分に該当すること  
        が確認できた者は、年間上限41万円を適用し、令和9年8月以降に償還払い。
※6　「年収換算  〜約200万円（健保：15万円以下、国保・後期：28万円未満）」区分に該当する
        ことが確認できた者は、年間上限41万円を適用し、令和9年8月以降に償還払い。

●患者負担割合及び高額療養費自己負担度額（令和8年8月〜令和9年7月）

所得区分 負担
割合  月単位の上限額（円） 年単位の

上限額（円）
食事

負担金年収換算 健保（標準報酬月額） 国保（旧ただし書き所得）

約1,160万円〜 83万円以上 901万円超

3 割
（※1）

270,300＋（医療費
　  −901,000）×1％ 〈140,100〉 1,680,000

1食につき
550円

約770万円〜
　　 約1,160万円 53万円〜79万円 600万円〜

　          901万円
179,100＋（医療費
　  −597,000）×1％ 〈93,000〉 1,110,000

約370万円〜
　　    約770万円 28万円〜50万円 210万円〜

　          600万円
85,800＋（医療費
　  −286,000）×1％

〈44,400〉
530,000

〜約370万円 26万円以下 210万円以下 61,500 530,000
（※5）

住民税非課税 36,900 〈24,600〉 290,000 1食につき
270円

所得区分 負担
割合

年単位の
上限額（円）

食事
負担金年収換算 健保（標準報酬月額） 国保・後期（課税所得）

約1,160万円〜 83万円以上 690万円以上

3 割

270,300＋（医療費
　  −901,000）×1％ 〈140,100〉 1,680,000

1食につき
550円

約770万円〜
　　 約1,160万円 53万円〜79万円 380万円以上 179,100＋（医療費

　  −597,000）×1％ 〈93,000〉 1,110,000

約370万円〜
　　    約770万円 28万円〜50万円 145万円以上 85,800＋（医療費

　  −286,000）×1％
〈44,400〉

530,000

〜約370万円 26万円以下
（※2）

145万円未満
（※2、3） 70〜74歳

2割
75歳以上

1割
（※4）

22,000
（年間上限216,000）

61,500 530,000
（※6）

住民税非課税 11,000
（年間上限96,000）

25,700 〈24,600〉 290,000 1食につき
270円

住民税非課税（所得が一定以下） 8,000 15,700 − 180,000 1食につき
130円

多数回該当

多数回該当外来（個人ごと）
 月単位の上限額（円）

資格確認書





ご利用可能です。

　　　 

　　 
総合病院駐車場ご利用について
入院患者さんとそのご家族等の方が当院の駐車場をご利用されるにあたっては、下記の事項にご
注意いただきますようお願いします。
なお、駐車場を利用される場合は、原則、料金が発生します。

1.　入院患者さん自身の駐車場利用について
　　入院中の駐車場利用は、ご遠慮ください。
　　駐車券割引の処理は、下記のとおり、ご自身でおこなっていただく必要があります。
　　やむを得ない事情で駐車される場合は、入院支援窓口または病棟事務員に申し出ください。
　　その場合は、第 1 〜 4 駐車場での駐車になります。
　　（正面および本館東側車いす駐車スペースは外来患者さん用のため駐車いただけません）

2.　駐車場の有料化について
　　当院では、経営の健全化および円滑な駐車場の運営を図るため、駐車場を有料化しゲート管 
      理しています。
　　【駐車場使用料】
　　60 分まで　　  100 円
　　以降 60 分ごと 100 円増　※ 8時間を超える場合は最大 800円（1日につき）

3.　駐車場使用料の割引について
　　入院患者さんとそのご家族等が駐車場を使用される場合は、次の場合に限り駐車場使用料が　 
　　割引され 1 台 1 日 1 回 100 円となります。防災センター、守衛室または総合受付までお越　 
　　しいただき、手続を願います。
　　・入院日および退院日の送迎
　　・病状説明または手術の立ち会い等のために、当院が来院を求めた場合
　　　（駐車場使用料割引依頼書が必要となります）

　　なお、入院の場合にあっては、入院日および退院日に限って割引となり、入院中は
      日数× 800円となります。（駐車料金の領収証が必要となりますので、大切に保管ください。）
　　例：5日入院された場合　1日目 100円・2 〜 4 日目各 800 円・5 日目 100 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計：2,600円

　　【入院の場合の駐車券割引の処理について】
　　一旦、割引なしの金額をお支払いいただき、返金となりますので以下の手続となります。
　　①各病棟スタッフステーションあるいは守衛室で「リパークコールセンターの用紙」を受け取る
　　②割引なしの金額で精算の上、出庫　※上記の例の場合 4,000 円を支払う
　　③リパークコールセンター（0120050321）へ連絡
　　
      【入院に関する説明時にお渡しするもの】
　　「駐車場使用料割引依頼書（1 日分× 4 枚）」

4.　その他
　　身体障害者手帳、療育手帳および精神障害者保健福祉手帳所有の方は、駐車場使用料の無料　 
　　化が可能ですので手帳を守衛室または総合受付に提示して無料化処理を受けてください。

　　こども棟北側駐車場は使用料が発生しません。ただし、ご利用はこども棟を受診等される患　 
　　者さんのみご利用可能です。



コンビニエンスストア（ローソン）

プリペイドカード精算機

プリペイドカード販売機



● HCU



●入院セットレンタルサービス申込み受付窓口
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病院 病院 看護部　

　滋賀県における専門的ながん医療の提供、がん治療の連携協力体制の整備、相談支援およ
び情報提供などについて中心的な役割を担っています。

滋賀県立総合病院は厚生労働大臣により各都道府県に原則 1 施設指定
されている「都道府県がん診療連携拠点病院」です。


